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関 係 法 � T.I 
省 令 0日本学術会議会員の推薦 に 係 る 研究連絡
0学校教育法施行規則の一部を改正 す る 省 委員会の指定等 に関す る 規則の一部を改
令の一部を改正 す る 省令（文部45) 11・30 正 す る 規則（同 4 ) 11・30
規 則 t日t ’.：Jユ、
0人事院規則17 - 0 （管理職員等の範囲） 0文部省の個人情報 ファイル簿閲覧所を定
の一部を改正す る 人事院規則（人事院17 め る 件（文部166) 11・29
- 0 -16) 11 ・30 0現行の高等学校学習指導要領の特例を定
0日本学術会議会則の一部を改正 す る 規則 め る 件（同167) 11・30
（日本学術会議 3 ) 11 . 30 
諸 AQ 玄 議
平成元年度第3団体育部会（ 11月 2 日）
（議 題）
(1) 平成元年度在来生合宿研修 について
(2) その他
(1) 委員長の選出 について
(2) 「低温だより」（第 2号） の発行について
(3) その他
平成元年度第5回補導協議会（ 11月13日）
（審議事項）
(1) 平成元年度厚生補導研究会 について
(2) 平成元年度在来生合宿研修 について
(3) その他
平成元年度第10回評議会（ 11月24日）
（審議事項）
(1) 平成2 年度富山大学教育専攻科及び経済学専攻
科学生募集要項について
平成元年度第3回授業料等減免選考委員会（ 11月13日）
（協議事項）
(1) 平成元年度後期分授業料免除者の選考について
(2) その他
平成元年度第3回大学院委員会（ 11月24日）
（審議事項）
(1) 平成2 年度富山大学大学院理学研究科（修士課
程） 及び工学研究科（修士課程） 第 2 次学生募集
要項について
平成元年度第4回事務協議会（ 11月14日）
（議 題）
(1) 当面す る 諸問題について
平成元年度第1回大学入試センター試験実施委員会
( 11月24日）
平成元年度第2回低温液化室運営委員会（ 11月16日）
（議 題）
（審融事項）
(1) 平成2 年度大学入試センター試験富山大学試験
場の基本方針（実施体制） について
(2) 平成2 年度大学入試センター試験富山大学試験
場の試験室， 志願者及び監督者の部局別割当 につ
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いて
(3) 平成2 年度大学入試センター試験富山大学試験
場試験実施要項について
人 事 異 動
異動区分 発令年月日 氏 名 異動前の所属官職 異 動 内 容
採 用 元 . 12 . 1 山 回 j告 司 文部事務官（附属図書館）
元 . 11. 13 酒 井 美代子 事務補佐員（入学主幹付）
元 . 11. 20 JI I 田 良 子 臨時用務員（教育学部炊婦）
昇 任 元. 12. 1 石 川 裕 史 文部事務官（教養部） 教養部学生係学生主任
配置換 II 堀 和 子 経 済学部会計係会計主任 経理部経理課給与係給与主任
II 能 手 哲 治 教養部会計係会計主任 経済学部会計係会計主任
II 鹿 島 光 雄 施設課企画係企画主任 教養部会計係会計主任
II 石 田 精 一 文部事務官（工学部） 文部事務官（施設課）
II 小 森 功 文部事務官（附属図書館） 文部事務官（工学部）
退 職 II 小田木 治太郎 事務補佐員（人文学部 ・理学部） 平成元年11月30日限り退職した
II 浦 山 清 忠 臨 時用務員 （教育学部作業員） II 
辞 職 元 . 11. 15 平 林 富 子 経理部経理課給与係給与主任 辞職を承認す る
職務命令 元 . 12. 1 石 田 精 一 文部事務官（工学部） 工学部経理係経理主任を免ず る
II 石 田 精 一 文部事務官（施設課） 施設課企画係企画主任を命ず る
，，.���・・4__.___ __...___ __.___ __.___ __.___ i・...... �・・��.・a � t・ .＿＿---· . .. _a..._ .＿・・t・・・・・・�....＿帽恥噌
主冬期積雪時における五福地区構内の交通規制に協力をグ ! 
冬期積雪時を迎え， 五福地区構内の交通規制］が次 のとおり定められてい る の で， お互いに十分
注意し構内の交通規制を遵守しましょう。
1 . 冬期積雪時， 特に大雪注意報が発令 さ れ る と 予
想、きれ る 場合は， 車両によ る 通勤通学 は 取り止め
る もの と す る 。
2. 駐車禁止 区 域以外の通路の駐車は， 除雪の支障
に な ら な いよう注意す る 。
3 . 大雪及び除雪作業等で車両の入構を規制した り ，
禁止したりす る 場合は， 掲示す る 。
4 . 積雪時 は 各部局前の外来者駐車帯に車両を駐車
さ せる ことができ る 。
5 . 夜間は， 管理 ・研究 ・教育等に従事す る 者及び
夜間主学生等以外は 構内に車両を駐車きせ る こ と
ができない。 ま た ， 降雪時においては 翌日にかけ
ての駐車は原則 と して認め ない。
6 . 除雪の際， 障害 と な る 車両 は 移動 さ せ る が， そ
の場合車両に損傷が生じても大学 は その責任を負
わ ない。 ま た ， 車両の除去のた めに費用が必要 と
な る 場合の費用は ， 当該車両を所有す る 者の負担
と す る 。
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学 内 諸 報
（特集）
黒田講堂の改築成る
昨年10月の改築着工以来約l年2ヶ月の工期 をもっ
てこの た び， 新黒田講堂が完成し た 。
新講堂は ， 本学のシンボル的存在 と して ， ユニーク
で斬新な楕円状の 平面 を成して お り ， ま た ， 外装は ，
白亜の殿堂にふさわしい白 を基調とした 総タイル張 り
になってい る など， 近代建築の粋 を 凝らした建物 と な
っ て い る 。
改築成った新黒田講堂の全容
／改築の経緯／
新講堂は， 本 学のシンボル的施設 と して， 多目的に
利活用 を 図 る こと を 目的とし， 全額寄附によ り 建設さ
れ た 。
この寄附は， 前黒田講堂 を創建きれ た コクヨ株式会
社の創始者故黒田善太郎氏 の意 を 受けた コクヨ株式
会社会長黒田障之助 氏 ， 同社前社長故黒田靖之助 氏
並びにコクヨ株式会社から， 多額の御寄附 を 賜 り ここ
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に 建物の完成 をみたもので あ る 。
前黒田講堂は ， 昭和32年11月故黒田善太郎 氏 の 御
寄附によ り 建設され， 昭和40年12月 同 氏 の長 男 であ る
黒田嘩之助 氏 の御寄附によ り 増築され た 。
同講堂は， 今日まで入 学式及び卒業式等の 諸行事に
広〈活用きれ， 富山大 学のシンボル と して長い歴史 を
誇 っ てい る 。 本 学発展の歴史 と 沿革 を と もにし た黒田
講堂は， 建設以来30年以tの経過 と と もに建物内外の
老朽化が著しし 傷みが目立つようになり， この たび，
平成元年12月発行 学
黒田家及びコクヨ株式会社の全面的御協力により， 近
代的設備を整えた新しい黒田講堂に生まれ変わったの
であ る 。
／建物等の概要／
自の大理石を駆使し二層吹き抜けのエントランスホール
客席からみたステージ
間仕切り可能なl階会議室
（構造， 面積等）
鉄筋コンクリー卜造 2階建て
l階部分
1, 733m' 
1, 20lm' 
報 第313号
・講堂（客席， 客席前室， 舞台， 舞台裏， 控室）
・諸室（会議室， 湯沸室， 倉庫， 便所）
・通路等（エントランスホール， 風除室， 搬入
口）
・その他（電気室， 分電盤室）
2階部分 532m' 
・講堂（客席， 客席前室， 調整室， 調光室 ）
・諸室（倉庫， 便所）
・通路等（ロビー， 階段室 ）
・その他（分電盤室）
（設計， 施工）
基本計画・基本設計 富山大学施設課
実施設計
建築・電気・機械 輔教育施設研究所
施 工
建築・電気・機械 附竹中工務店名 古屋支店
（工事費）
総工費
（寄 附）
黒田暗之助殿
黒田靖之助殿
コクヨ株式会社殿
（ 内訳）
工事 1 ）建築工事
2 ）電気設備工事
3 ）機械設備工事
6億8千万円
2億4千万円
l億4千万円
3億円
式式式一一一
設備 1 ）舞台用設備 一式［吊物設備 照明 l
音響設備， 映写設備
2 ）ホール用椅子 500脚
3 ）会議室用テーブル， 椅子 一式
4 ）各室用什器 一式
黒田暗之助殿 黒田講堂周辺植栽 一式
椴 帳 一式コクヨ株式会社殿
富山大学設置期成同盟会殿
時計塔 一基
ビデオプロジェクタ一 一式
映像・音響システム 一式
黒田講堂周辺植栽 一式
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富山の禁明 上原 茂作
この椴帳は， 緑豊かな文化と歴史の富山市にあって，
その学術的中心 と なる本学に新しく建造される講堂を
飾る綴織椴帳のために 「富山の繋明」と題して ， 上原
茂氏によってデザインされた。
図柄は ， 今正に明け行く春の富山平野と茜色に輝く
新雪の立山連峰の壮麗な姿を幻想的に描き， 未来に向
って大きく飛び立 と う と する若人の夢 と 希望が象徴さ
れている。
／建物平面図j
1階平面図
6 
-
（上原 茂略歴）
大正 9 年 京都市で誕生
昭和13年 京都市立美術工芸学校卒業
fl 附川島織物入社， 現在（参与）に至る
平成元年12月発行
2階平面図
収容人員 客 席 500名（固定席）
会議室 最大 104名
／その 他グ
品同・手
・講堂の設計は， 全体的に清楚 で柔らかなイメージで
設計されてい る 。
・ホールの固定席は， 500席 で あ る が， 左最前列に 車
椅子用の2 席分のスペース を 確保してあ る 。
• 1 階会議室は ， 間仕切に より2室に 区分 でき る 。
・音響装置及ぴライトの調光の た め， 調整室， 調光室
などが設けられてい る 。
・周辺の環境繋備では， 富山県の県木 「立山杉」及び
富山市の市の木 「ケヤキ」が植樹きれ， その周囲に
は 「リュウノ ヒゲP」 がキ直えられてい る 。
・講堂前のメインストリートに面して， 高き10メート
ルの時計塔が設置 さ れてい る 。
報 第313号
黒田講堂前の時計塔
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富山大学黒田講堂落成式を挙行
完成した新黒田講堂の落成式が， 平成元年11月29日
休）， 文部省， 黒田家， コクヨ株式会社， 富山県・市の
／褒章伝達式ノ (10: 00～10: 20 於：富山大
学事務局大会議室）
落成式に先立ち， 黒田暗之助 氏が多 額の御寄附を さ
れたこ と に対し， 紺綬褒章が授与されたこ と に伴い，
黒田家及びコクヨ株式会社関係者多数の御臨席を得て，
大 井学長から同氏に褒章 と 木杯が伝達された。 なお，
故黒田靖之助 氏には， 急逝 さ れた本年 8月に伝達され
ている。
（式次第）
開 式
一 褒章の伝達
挨 拶（大井学長）
（黒田暗之助 氏）
閉 式
褒章の記を手にする黒田嘩之助会長と同夫人，
故黒田靖之助前社長夫人， 黒田章裕社長夫妻
並びに大井学長， 勝山事務局長が記念撮影
／テープカyトf (10 : 30～10: 40 於：黒田
講堂エントランスホール）
引き続き， 次の5氏に よって新黒田講堂のテープカ
ットが行われた後， 来賓が順次入場された。
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関係者ら約250名が出席して挙行 さ れた。
その概要は， 次のとおりであっ た 。
（テープカッ ト者）
文部省大臣官房文教施設部施設企画官 小田島 章
コクヨ株式会社会長
コクヨ株式会社前社長夫人
コクヨ株式会社社長
富山大学長
（次第）
開 会
テープカッ ト者の紹介
テ プカッ ト
閉 会
黒田暗之助
黒田智恵子
黒田 章裕
大井 信一
エントランスホールでのテープカット
／落成式グ ( 11 : 00～11 : 45 於：黒田講
堂 ホール）
次いで， 中沖富山県知事， 正橋富山市長ほか多数の
来賓の出席のもとに， 黒田講堂落成式が挙行 さ れ， 大
井学長から， 新しい黒田講堂の有効な活用を図り， 特
色ある大学の創造 と 学術の研究， 教育に努め地域社会
の産業， 文化の進展に寄与する と ともに ， 開かれた大
学を目指し， 一丸となって遁進していき た い と の式辞
が述べられた。
平成元年12月発行 学
ま た ， 黒田会長からは， 郷土富山を愛す る 先代の遺
志、を継ぎ， モダン で立派な講堂が完成 し て大変嬉しい。
この講堂を， 富山大学独自 の教育や伝統あ る学風の
振興に役立て て いただきたい と の祝辞が述べられた。
（式次第）
一． 開式の辞
学長式辞
祝 辞
文部省大臣官房文教施設部施設企画官
小田島 章
富山県知事
富 山 市 長
コクヨ株式会社会長
一． 工事概要報告
ー． 寄附内 容披露
一． 感謝状贈呈
（被贈呈者）
黒田暗之助 氏
黒田靖之助 氏（代理 黒田智恵子夫人）
由。由l
正橋 正一
黒田暗之助
コクヨ株式会社
株式会社竹中工務店
一． 祝電披露
一 閉式の辞
式辞を述べる大井学長
報 第313号
祝辞を述べられるコクヨ株式会社黒田会長
豊
黒田会長に感謝状授与
式典に出席された来賓
／施設案内／ ( 11 : 45 ～ 
落成式終了後， 出席者に講堂施設の案内を行 っ た後，
記念祝賀会会場へ移動した。
なお， 記念祝賀会は ， 当日午後， 富山第一ホテルに
おいて 開催 さ れ， 大 井学長から挨拶が あ っ た後， コク
ヨ株式会社黒田社長， 山崎富山医科薬科大学長及び柳
田前学長からそれぞれお祝いの言葉が述べられるなど，
和やかな雰囲気の中 で新講堂の完成が祝われた。
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富山県留学生等文流推進会議の設立
富山県留学生等交流推進会議の設立総会が11月21日
（刈富山市の富山第一ホテル で， 大学， 自治体及び民間
団体の代表ら約50人が出席して 開催され た 。
設立総会に は， 文部省から西村大臣官房審議官が出
席きれ， 関係者への激励 と 富山県留学生等交流推進会
議の活躍 を 期待 す る などの挨拶があり， また， 中沖富
山県知事（田中副知事代読） 及び原谷 と やま国際セン
タ一理事長から祝辞が述べられた。 議長に 大 井富山大
学長を 選 出 し た 後， 推進会議要項及び各種方策等 が承
設 立 総 会
認された。
同推進会議 は， 全国では 19番目， 東海・北陸地区で
は 福井に次い で第2 番目の設立で， 富山県におけ る 留
学生等に関す る 情報交換， 留学生等受入れに 当たっ て
の協力態勢の確保及び留学生等 と 地域 と の交流の促進
など を事業 と し て 行う計画であ る 。 具体的な活動内容
は 参加団体等の担当者 で構成す る 運営委員会で検討す
る こ と にな っ た。
懇親会で挨拶する大井学長
学術講演会の開催（人文学部）
富山大学国際交流事業基金により招へい し た， ソ連
科学アカデミー・世界文学研究所のキム ・レーホ教授
の学術講演会が、 去 る 11月1日（水）人文学部語学文学棟
302番教室 で開催され， 学内の教官・学生多数が出席
し た。 「ペレス トロイカ と 文学」 の演題でキム・レー
ホ教授 は， いま世界中の注目 を 集め て い る ソヴィエ ト
のペレス トロイカの意義 と 現状について、 さらにそれ
が文学研究 と どう関わっ てい る かについて語った。 朝
鮮出身 でソヴ、イエ ト国籍 を もっ先生の， 豊富な体験に
裏打ちされたお話には 説得力が あ り， 聴衆 に深い感銘
を 与えた。
この講演 を 踏まえ て翌日も同教室で先生 を 囲む懇談
会が持たれ， ペレス トロイカ を めぐっ て 活発な意見交
換が行われた。
なお， キム・レーホ教授は 1928年生まれ。 モスク ワ
大学大学院 を 卒業後， 1967年からモスク ワの世界文学
研究所 に勤務 し てい る 。 専攻は 日 本文学， 比較文学で，
主な著書に 『戦後日 本文学論」， 「ロシア古典 と 日 本文
学』， 『広島の警鐘 現代日本文学 に お け る 戦争 と 平和
の問題』などが あ る 。 現在， 法政大学文学部の招き で
日本に滞在中。
また， 国際日本文化研究センタ一教授の村井康彦先
生が本学大学院人文科学研究科の集中講義に来富きれ
たの を 機会に， 去 る 11月30 日 休）同先生によ る 「千利休
の死 をめぐ っ て 」 と 題す る 講演会が， 人文学部 122番
教室 におい て開催された。
講演は， 千利休の茶の湯の特色 を その前提から説き
お こ し ， 信長・秀吉らの権力者 と の関係 を 交えながら，
その死にいた る過程 を 明らかにす る もの で， 約 170名
の教官・学生・一般市民の方々が 出席きれた。
講演の中 では， 信長・秀吉の「茶頭」 と し て の立場
日U1Bム
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を ， 堺の町入社会のあ り方 と 関わらせて論じ， 特に秀
吉の時期に重〈用いら れ る ようにな っ た過程 を ， 時期
を 追って具体的に示された。 また， 手IJ休賜死に至 る 背
景について， 秀吉 と の不和もさ る こ と ながら， 利休め
茶の湯のあ り方が当時の世界一般の好み と 議離 し てい
た 点にも注意 を 向け る べきこ と を 述べられた。 また，
茶の湯 を 「日常のなかの非日常」 を 追究す る 生活文化
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と して と らえ， 日本文化の特質に話が及んだ。 講演は
具体的に史料 を 挙げてわかりやすく行 われ， 一同大い
な る 感銘 を 受けた。
今日， 手IJ休への関心が高ま っ てい る 中での講演会で，
天候の悪い中にもか かわらず， 一般市民の方々の参加
が多数あ り ， 有益な講演会 と なった。
紫綬褒章受章記念講演会及び祝賀会の開催
理学部 赤羽賢二教授が紫綬褒章 を 受章されたの を
記念して， 同教授によ る 「日本の電波天文 を 振 り 返 っ
て」 と 題す る 受章記念講演会が11 月22自体）理学部 2 号
館第10番教室において開催された。 講演に は約 200名
の教官， 学生及び学外関係者が出席された。
同教授は， 日本における 電波天文学の草 分け であり，
講演内容は， 戦後の物質の乏 し い時代の手作 り の観測
装置により， 太陽電波の研究に始まり， 野辺山字宙電
波観測所の45m大型電波望遠鏡の建設 と ， それ を 用い
た字宙電波に関す る 研究成果がスライド， O H P等に
より発表され， 出席者に深い感銘 を 与えた。
また， 同教授の紫綬褒章受章 を 祝う祝賀会が11月22
日肘高志会館 2階「嘉月の間」で開催された。 大 井学
長 を来賓に迎え， 約40名 の教職員及び学外関係者が出
席され る と と もに， 主催者， 来賓， 受章者の挨拶， 出
席者か らのスピーチ等があり， 盛大に祝賀す る こ と が
できた 。
講演する赤羽教授
高等学校と大学との懇談会の開催
平成2年度富山大学入学試験に関す る 高等学校 と 大
学 と の懇談会が， 去 る 11月14日（刈午後 1 時30分から富
山大学工学部大会議室において開催された。
この懇談会は ， 富山県内高等学校の進路指導担 当教
諭 を 対象に毎年開催されてい る もので， 当日は47名 の
高校教諭の出席があ り ， 各学部長及び教養部長ら と 熱
心な懇談が行われた。
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外国人留学生の見学旅行の実施
去 る 11月1日制本学に 在学す る 外国人留学生 を 対象
に 学修の一環 と し て 見学小旅行が実施 さ れた。
今回は ， 婦負郡八尾町の「桂樹舎」 を 訪れ， 民俗工
芸 館及ぴ和紙文庫 を 見学す る と ともに伝統産業の紙漉
きの実習が行われた。 当日参加した外国人留学生等は
21名 で， 県内の伝統文化「八尾和紙」の体験 と 留学生
相互間の交流に 大いに 役立った。
紙漉きの実習に真剣な留学生
叙 位 ・ 叙 勲
元本学教授（教育学部） 高 野兼吉氏 は ， 平成元年10
月 8日逝去（享年76オ） きれま し たが， 同氏の生前の
御 功績 に 対し， 同日 付け で正四位に叙 さ れ， 勲三等瑞
宝章が授与 さ れた。
文部省永年勤続者の表彰
文部省永年勤続者 と して， 次の方が表彰さ れ， 平成
元年11月2 2日制午前11時45分から学長室 に おいて ， 大
井信一学長から表彰状が伝達さ れた。
20年勤続表彰
人文学部・理学部事務長 永森俊夫
学長から表彰状の伝達を受ける永森事務長
第1回（平成元年度） 富山県地区国立学校等中堅職員研修の実施
第1 回（平成元年度）富山県地区国立学校等中堅職
員研修が， 去 る 11月7日 （刈から11月 9 日附ま での 3日
間富山大学及び国立立山少年自然の家 を 会場 に 実施 さ
れた。
との研修は ， 富山県内に所在す る 6 機関（富山大学，
富山医科薬科大学， 高岡短期大学， 富山工業高等専門
つん
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学校， 富山商船高 等専門学校，国立立山少年自然の家）
合同の初の研修 で， 主任又はこれに相 当 す る 者 を 対象
と し て， 中堅職員に 対しその職務の遂行に必要な基礎
的知識， 技術I， 態度及び広範な行政的視野並びに社会
的識見 を付与す る こ と によ り ， 各 機関の中核 と な る べ
き 職員の養成 を 図 る こ と を 目的 と し て行われた。
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本年度 は， 4 機関から22名 が受講し， 本学から は 11
名 が受講 した。
なお， 本学の受講者及び研修日程は次の と お り 。
庶務部庶務課 j賓野 松男
庶務部人事課 川原 卯吉
経理部主計課 新 出 信幸
施 設 課 == i甫 伸幸
学 生 5果 大西 光 男
人文学部・理学部 矢後 和子
II 佐久間克明
教育学部 尾山 吉昭
経済 学部 堀 和子
工
守A且，ー 音J) 北）｜｜ 敬信
教 養 昔日 石川 裕史
国立立山少年自然の家玄関で記念撮影
第1回 （平成元年度） 富山県地区国立学校等中堅職員研修日程表
9・：po 10:00 12:00 13:00 14j00 17 :oo 
I l 開 ォリ 「講 話」 「講 z直」 「講 義」 「講 義」 (!ft別討議）月 .x_ 休7 講
テン》l〆 事富 務
山大局学長 7リートーキング日 憩 富事山工務業部長高等専門学校高岡法科大学 富山大学教育学部（：幼 式 ；勝山 進 教俊 六 浦 慧 村 教授 塚野外｜ー 豊田謙治
II ｛庇別討議） (!ft車IJ討議） （移 動） 「講 義J 体 育月 休 入 宿
8 事例研究I 事例研究II 立山少年自然の家へ ピーチバレー 懇親会
日 憩
ポール
浴 泊立山少年自然の家所長付d 和国浩司
II 「講 義」 （班矧j討議） 「講 義」 (Jft�IJ討議） （全体討議） （移 動） ア 閉
月 休 ン
9 フリートーキ／グ 事例研究II （各JI!.発表） 富山大学へ ケ 講
日 憩富山大学人事課長 富山大学附属図書館件4 井口普之 事務長森 慶二 ト 式
つd’EA 
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平成元年度全国公務員レクリエーション
共同行事富山地区卓球大会の開催
平成 元年度全国公務員レクリエーション共同行 事富
山地区卓球大会が， 去 る 11月17日幽富山県総合体育セ
ンターに おいて開催 さ れ た 。 今大会には 10事業所から
11チームの参加があ り ， 本学からはA , Bの 2 チーム
が参加し た 。
本学A , B 両チーム と も予選のリーグ戦 を 快勝し，
決勝トーナメント戦に 進出した。 B チーム は， 決勝戦
で惜しくも敗れ次勝， Aチーム は ， 3 位決定戦 に 勝 っ
て 3 1.立 と な っ た。
なお， 成 績は次の と お り でし た。
優勝 富山医科薬科大学チーム
次勝 富山大学Bチーム
3 位 富山大学Aチーム
学内レクリヱーション〈車球大会〉
本学学 内 レクリエーション行事 と して平成元年度学
内卓球大会が， 去 る 11月11日（土）約55名の参加者 を 得て，
本学第 2 体育館で実施 さ れ た 。
なお， 成 績は次の と お り でした。
1 . 団体の部
優勝 本部チーム
次勝 人文学部 ・理学部チーム
3 位 教養部チーム ， 工学部チーム
2 . 個人の部
（男子） 優勝 上木 祐一（経済）
次勝 武本 光雄（人文・理）
3 位 山本 隆裕（教育）
（女子） 優勝 川尻 美雪（ 工）
次勝 高瀬久美子（本部）
3 位 長多 玄子（本部）
平成元年度教職員文化展の開催
富山大学レクリエーション委員会と文部省共済組合
富山大学支部の共催によ り ， 去 る 11月 8 日（ノド）から11月
10 日幽までの 3 日間にわ た って学生会館において開催
され た。
本学教職員及びその家族から出品された華道 2 2点，
手芸20点， 書道 10点， 絵画10点， 写真9点及び盆景 5
点が展示され， 好評 を 博した。
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〈寄 稿〉
私 の フ ロ リ ダ
デ トロイト空港で飛行機を乗 り 換え， フロリダ0・卜｜の
タンパ国際空港に到着したのは成田 を 出発し て から16
時 間後の 1 月15 日， 午後 8 時 半でし た 。 真冬ですのに
出迎えのローレンス教授は 半袖のシャツ姿でした。 彼に
よ る と 今日は 暖かし 日中の気温は2 6℃だっ た そうで
す。 最初の 6ヶ月は， フロリ夕、半島の西海岸， タンパ
市の郊外にある 南フロリダ大学の理学部生物学教室の
ローレンス教授の研究室 に 滞在しました。 亜熱帯気候
の当地では年間平均気温が20℃以上 で， 3 月から30℃
に達す る 日があ り ます。 ヤシの木が茂 り ， ネーブルや
グレープフルーツなどが実 り ， トロピカルム ード一杯
です。 ポピラーなリゾ ート地であ り ， 退職し た老人の
街， セン トピークスパーク、へは車で＇4 0 分， ディズニー
ワールドへは 1 時 間， ケネディ宇宙センターへは 2 時
間の と ころ です。 私 は 行くこ と ができませんでし た が，
世界の観光客が集ま る 全米随ーのリゾー ト地マイアミ，
フロリダ半島の南西部一帯に広が り マングローブが茂
り ， ワニ， トカゲが生息す る エパーグレーズ国立公園，
そしてかつてキューパまで フェリーが就航してい たア
メリカ最南端の島， キーウエス トなどフロ1）ダでは観
光 と レジャーに はこ と かきません。
南フロリダ大学 は195 6年に 創立され， 5 つの市にキ
ャンノfスがあ り ， メインキャンノマスは タンノマにあ り ま
す。 図 1 に大学のエンプレム と アスレチックマスコッ
図｜ 南フロリダ大学の紋章と体育会のシンボル
トの雄牛を示します。 学生の総数は 3 万人， 12のcollege
の 1 つNatural Science lこFacuity of Scienceが属しま
す。 Biology Departmentは39人の教官 と 13人の職員か
らな り ， Bota ny, Zoology, Mic robiologyの 3 コースが
理学部助手 小 松 美英子
あ り ます。 また， 研究室及ひ実験室はScience Center 
Life Science Annex, Life Science Bldg， にわかれて入
ってお り ます。
サイエンスセンター
私のホス ト， ローレンス教授の専門は服皮動物（ウ
ニ， ヒ トデなど）の生態学で， 私の発生学 と は 異な り
ます。 しかし． 彼の研究は世界的に知られ， 教科書な
ども執筆しております。 今凪， 私はメキシコ湾に生息
す る ヒ トデの伯｜体発生に魅せられて彼の研究室を選ん
だ意向を伝えてあ り ましたのでコ 彼は私の た めによく
ヒ トデを 準備してくれました。 月の第4 週の末に は数
人のダイパ を集め， 採集船（フロリ夕、州、｜の大学の海
洋学部の共同利用設備）に 乗 り ， メキシコ湾に 1泊の
クルーズに でかけまし た。 ダイビングのほか にドレッ
採集船の甲板にて
亡J
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ヂ（採泥器で海底 を さ らう）も行いまし た 。 ま た ， 採
集船 で採れないヒトデ に ついては 各所に 手配してくれ，
当初の予想以上の研究成果をあげる こ と が できました 。
なぜかと申しますと， 集められ た 数種の ヒトデは生殖
期に あ た り， 幸いに も人工受精に 成 功し， 幼生及び変
態を観察す る ことができました 。 得られた 結果 は ， 今
ヒトデの幼生 （矢印のガラス容器内）の飼育装置
ま での定説を変え る もの で あ り， フロリダ を 離れ る 前
に ローレンス教授 と 論文 を 書き始め る こと に なりまし
た 。
このよう に 書きます と ， 私の滞在は すべて順調だ っ
た と 思われ る でしょうが， ローレンス教授 に と っ て私
は初めての日本人共同研究者 で あ る ため， 最初 2 人の
会話は スム ーズにゆきませんでし た 。 彼が私の英語 を
理解していないと気づい た と きに はショック でした が，
“l” と “r”の発音の違い に 気 を つけ る こ と から始めま
し た 。 予想以上 に ア メリカ と 日本の文化が異なり， 終
始異文化への驚き と それの理解への努力の連続で あ っ
たように 思います。
今回の外国出張によ る 一番の収穫は ， 外国人研究者
の仕事ぶ り を実際自分の目 で確認 できたこ と です。 彼
らカ、母国語でかつ国際語の英語を自由 にこなし， ダイ
ナミックな研究活動を行 っ てい る こ と を羨しく感じま
し た 。 さら に， ローレンス教授は土曜日に 出勤し， 午
後も研究 を しておりまし た 。 このこ と はアルパータ大
学のホスト， チア教授（大学院学部の学部長 を 併任）
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についても同様で， われわれが考えてい る ア メリカ社
会の通念と異な る 実態を知 る ことができました 。
ま た ， ア メリカとヨーロッ パは ごく近く， 密接な学
術的交流が行われてい る こ と を再認識しました 。 例え
ば， ローレンス教授は フランス語も話せます。 一方，
私は フランスVillefranche臨海実験所の大学院生の黒
人の女子学生So phie George （イギリス生まれ， ア フリ
カ西部出身） と 共に ， ヒトデの幼生の研究 を しました 。
私の滞在 を 機会 に ， 彼女のフランス大学の指導教官 と
ローレンス教授が合意し， 彼女 はドクター論文の研究
のために大西洋 を 越え， 南 フロリダ大学に 籍 を 置い た
の です。
タンパでは研究に 忙しい日々 でした が， ローレンス
教授の友人の音楽の教授 Marthaの御案 内 で， フィラ
デル フィアオーケストラの演奏会 を 聴きに 行く機会が
ありました 。 曲はモーツアルトのシンフォ ニー39番 と
マーラーのシン フォニ－5番の対照的な取り合せでし
た が， すばらしいひ と と きを過すことができまし た 。
また， タンパ最後の夜の夕食は， 有名なレストランで
ミシシッ ピー ワニの肉の フライ を 肴 に パーボン を 御 馳
走になりました。 彼らは仕事もしますが， 実に よく趣
味 に そ っ た 生活 を しています。
南 フロリダ大学に 次いでいの長い滞在 は ， アルパータ
大学（カナダ， エドモントン）とワシントン大学の フ
ライデイノ、ーパー臨海実験所（ ワシントン州） で， い
ずれに おいても多くの研究者及び学生と有意義な研究
生活 を過すこ と ができまし た 。 さ らに ， ウッズホール
臨海実験所（ボストン）， スミソニアン国立博物館（ ワ
シントン D. C .）などの数ヶ所 を 短期間 であ りますが訪
れ， 研究者と会い， 見聞 を 広め る こ と が できました 。
まだまだ書き尽せない多くのことが ありました が，
った ない文を終 る に あ た り， 大変貴重 でま た 楽しい海
外出張の機会 を い た だきまし たこと を 深〈感謝してお
ります。（筆者は 一一概員として）
平成 元年 1 月1 5日から同年 10 月14日までの間ア ｜
メリカ合衆国へ外国出張きれました 。 ／ 
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海 外 渡 般 者
渡航の種類 所 属 職 氏 名 渡 航 先 国 目 自ワ 期 間
古代和歌に おけ る 中国詩の影
元 . 11. 3 
人文学部 教 授 山口 博 中華人民共和国
響
元. 11. 18 
フランス
ア フリカに おけ る 都市化の比
元. 11. 16 
II II 赤阪 賢 マリ
コー トジボアール
較調査
2 . 2 . 12 
地研
教
タ域究長共セ
授
同ン
シンカポーール共和
学術文化の交流並びに 共同研
元. 11 . 20 
工学 部 宮下 和雄 国 ・マレーシア ・
究のた めの資料収集
インドネシア 元 . 11. 29 
元. 11. 20 
外 国 出 張 II 教 授 高辻 雄三 II II 
元 . 11 . 29 
7G 11. 20 
II II 宮下 尚 II II 
元. 11. 29 
元 . 11. 20 
II II 米国 政明 II II 
元. 11. 29 
インド亜大陸農村に お け る 市 元11 15 
教養部 助教授 溝口 常俊 インド と それ を めぐ る 商人集団の研
7t 2 . 1 . 14 
リスク・マネジメン ト・ セミ
元. 11. 13 
経済学部 教 授 武井 勲 アメリカ合衆 国
ナー出席
元. 11. 23 
第34回磁気 と 磁性材料に 関す 元. 11. 26 
理 学 部 II 佐藤 清雄 II る 国際会議に 出席及び研究打
合せ 元 . 12. 9 
海外研修旅行
7じ 11. 26 
II 助 手 西村 克彦 II II 
元. 12 . 9 
1989年M R S秋期材料科学会
元. 11 . 26 
工 学 部 II 高橋 隆一 II 
議に 出席及び資料収集
元. 12. 3 
司t唱EA
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職 員 消 息
〈新任者住所〉
学 生 部
事
（入
務
学
補
試験
佐
係
員
）
酒 井 美代子
附属図書館
文
（受
部事
入
務
係
官
）
山
〈住所変更〉
工 学 部
田 浩 司
助 教 授 古 谷 嘉 志
助 手 吉 村 敏 章
〈電話新設〉
理 学 部
助 手 小 松 美英子
主 要 行 事
1 0 ～1 1日 第24回東海・北陸地区国立大学事務局長会
本 部｜ 議（於：金沢大学）
11日 学内卓球大会
11月 1 日 外国人留学生の見学旅行 13日 R ·I運営委員会
「健康の集い」（保健管理センター） 第 5 回補導協議会
1 ～2 日 平成 元年度15大学事務局長会議（於：大阪 第3 回授業料等減免選考委員会
教育大学） 14日 第 4 回事務協議会
2 日 第3団体育部会 平成2 年度富山大学入学試験に関す る 高等
4 ～5 日 第39回北陸＝県大学学生交歓芸 術祭 学校 と 大学 と の懇談会
（管弦楽・合唱部門）（於：福井大学） 15日 第 4 回学園ニュース編集委員会
7～9 日 第 1凪 富山県地区国立学校等中堅職員研修 15～16日 国立大学協会第85回総会（於：学士会館）
（於：富山大学及び国立立山少年自然の家） 16～22日 平成元年度文部省施設担当職員研修会
8～1 0 日 教職員文化展（学生会館 2階） （於：国立オリンピック記念青少年総合セ
9 ～10日 第71凪東海・北陸地区国立大学学生部課長 ンター）
会議（於：静岡大学） 17白 国立大学協会第52回事務連絡会議
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（於：学士会館）
平成元年度全国公務員レクリエーション共
同行事富山地区卓球大会（於：富山県総合
体育センター）
会計係長会議
18～19日 第39回北陸三県大学学生交歓芸 術祭（美術
・写真・書道部門） （於：福井大学）
20日 富山県内国立学校等人事担当課長会議
（於：富山医科薬科大学）
21日 富山県留学生等交流推進会議設立総会
（於：富山 第一ホテル）
21～22日 第10回国立大学等研究協力部課長会議
（於：名古屋工業大学）
22日 文部省永 年勤続者への表彰状の伝達式
24日 第10回評議会
第3 回大学院委員会
第l回大学入試センター試験実施委員会
25～26日 第39回北陸三県大学学生交歓芸 術祭（茶道
部門）（於：福井大学）
29日 褒章伝達式
黒田講堂落成式， 同記念祝賀会
30日 日本育英会返還説明会
11月 1 日 学術講演会
（ソヴ、イエ卜科学アカデミ一世界文学研究
所教授キム ・レーホ）
事務連絡会
7 日 人文科学研究科教務等検討委員会
8日 教授会
人事教授会
人文科学研究科委員会
学部教務委員会
11～17日 帰国子女及び社会人特別選抜願書受付
15日 紀要委員会
20日 事務連絡会
学部教務委員会
21日 人文科学研究科教務等検討委員会
22日 教授会
人事教授会
人文科学研究科委員会
学部図書委員会
報
27日 真率会役員会
29日 係長会議
30日 学術講演会（国際日本文化研究センター
教授 村井 康彦）
第313号
11月 2 日 情報教育課程運営委員会
7 日 学部将来計画委員会
8日 学部教務委員会
教授会
人事教授会
10日 日本教育大学協会学長・学部長等連絡協議
会（於：東京都）
10～16日 附属養護学校入学願書受付
附属幼稚園入国願書受付
11～12日 日本教育大学協会北陸地区会教育学・教育
心理学・特殊教育・幼児教育部門研究協議
会（於：信州大学）
15日 学部職業補導委員会
17日 教育実習運営協議会
18～19日 日本教育大学協会北陸地区会教育実践研究
指導部門研究協議会（於：福井大学）
20日 学部入学者選抜方法検討委員会
紀要編集委員会
情報教育課程運営委員会
21日 学部予算委員会
28日 附属教育実践研究指導センター運営委員会
29日 学部図書委員会
30日 学部将来計画委員会
一部一一学一一済一一経一
11月 8日 第14回人事教授会
第15回教授会
第15回学部教務委員会
9 ～11日 第 6 回夜間主コ ース設置7 大学懇談会
（於：竹橋会館）
13日 係長会議
14日 第 6 回コ ンビューター管理運営委員会
15日 係長会議
15～18日 平成元年度秋季国立11大学経済・経営学部
Qd 
平成元年12月発行 学
長及び事務長会議（於：文部省）
18日 日本海経済研究所特別講演会（環境庁森幸
男事務次官， 於：名鉄トヤマホテル）
21日 第 6 回学部将来構想検討委員会
22日 第15回人事教授会
第16回教授会
第4 回学部施設整備委員会
理 学
11月 1 日 事務連絡会
2 日 学部補導委員会（持固り）
11～17日 帰国子女及び社会人特別選抜願書受付
20日 事務連絡会
21日 学科主任会議
22日 教授会
理学研究科委員会
人事教授会
赤羽賢司教授紫綬褒章受章記念講演会
同祝賀会（於：高志会館）
27日 真率会役員会
29日 係長会議
工 学 部
11月 1 日 学部入学試験検討委員会
8日 博士課程設置準備委員会
教官要覧編集委員会
学科主任会議
9 日 機種選定委員会
10日 学部将来計画委員会
13日 学部教務委員会
北陸信越工業教育協会富山県支部幹事会
15日 教授会
工学研究科委員会
専任教授会
17日 博士課程設置準備委員会
20日 機種選定委員会
22日 工学部教員資格基準見直し委員会
28日 j且交会役員会
工学部教員資格基準見直し委員会
29日 学部図書委員会
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30日 博士課程設置準備委員会
教 養
11 月1 日 補導委員会
8日 推薦委員会
15日 予算委員会
人事教授会
17日 図書委員会
20日 補導委員会
21日 紀要委員会
22日 教授会
附属図書館
11 月1日 第 3 回図書館業務電算化委員会
第 6 回附属図書館商議会
9 日 係長事務打合せ会
14日 学術雑誌総合目録和文編のデータ調査及び
データ記入説明会（於：名古屋大学医学部）
16～17日 第3 回国立大学図書館協議会シンポジウム
（於：関西地区大学セミナーハウス）
17日 第 7 回附属図書館商議会
トリチウム科学センター ｜
11 月8日 R・I教育訓練講演会
24日 消防訓練
地域共同研究センター
11月 1 日 文部省学術国際局関係者視察
6 日 静岡県立大学関係者視察
9 日 東京水産大学関係者視察
10日 文部省大臣官房関係者視察
13～14日 地域産業技術セミナー（富山技術交流セン
ター）
14～22日 先端技術者養成研修（液品表示デバイスコ
ース）
平成元年12月 発行
1 5日 岡山大学関係者視察
20日 金沢大学関係者視察
22日 フランス大使館関係者視察
｜保健管理センター｜
学
11月16日 胃及び肝機能検査（工学部， 地域共同研究
センターの職員， 40オ以上 男・女）
17日 胃及び肝機能検査（教育学 部の職員， 40才
以上 男・女）
21日 胃及び肝機能検査（人文学部， 理学部， 教
養部の職員、 40オ以上 男 ・女）
報 第313号
22日 胃及び肝機能検査（本部， 経済学部， 附属
図書館， 保健管理センタ一， トリチウム科
学センターの職員， 40オ以上 男・女）
24日 内科診察， 原検査， 血圧測定（教育学部，
経済学部の職員， 男・女）
｜経営短期大学部｜
1 1月15日 第 2回教授会
21日 部長候補者選挙
第 3 回教授会
；…：蜘�：二；二：；：晶；；：： ；；：－；：：畠；：；；；
し忘れ 夕《コの…鯨l 意し 盗抑
止・火災の予防に心がけましょう．グ r 
! © 電気， ガス， 水の省エネ・省資源に協力しましょう．グ t 
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（ 資料） 一一給与法の改正 に つ い て一一
「一般職の職員の給与 等 に 関す る 法律の一部 を 改正
す る 法律案」 は ， 平成元年12月 8 日に 第116臨時国会で
成立し， 同月13日平成元年法律 第73号 と し て 公布， 施
行 さ れ た 。
本学職員 に 関す る 給与 等 の 改正 の 内 容 は次の と お り
で あ る 。
1 . 俸給表 の 改定
俸給表が別記の と お り ， 平成元年 4 月 1 日に さ か
の ほ・ っ て 増額改定 さ れ た 。
2 . 諸手 当 に 関す る 改正
主 な 改正要点 は 次の と お り 。
給 与 種 目
初任給調 整 手 当
通 勤 手 当
改 要 根 拠 法 令 等（ 適用 年 月 日 ）
（ 元 4 . 1 )
法10条 の 3 ,
l 項
規則 9 34, 
別 表
（ 元 . 4 . 1 )  
法12条 2 項
規則 9 - 24,
8 条 の 3
正 占
1 医 師 （ 医（→適用 者 ）
支 給額 最高 246 , 000円→ 255 , 000円
2 医系教官 ｜ 医 師 免許所有者 （ 医（ー ）適用 者 を 除 く 。 ） I 
支 給額 初年度 44 , 500円→45 , 500円 （ 6 年 間据置 ）
支給期間 35年 （ 改正 な し ）
1 交通機関， 併用 者 に 係 る 手 当 額の 引 上 げ
最高支給限度額 26 , 000円→35 , 000円
（ 最高 支 給限度額に 対す る 運賃等の額 31 , 000円→40 , 000円 ）
全額支給限度額 21 , 000円→30 , 000円
1/2 加算限度額 5 , 000円 （ 改正 な し ）
2 自 動車 等使 用 者
通 勤不使者 に 対す る 手 当 額 を 一般の 自 動 車等の使用 者 に 対す る 手 当
額 と 一 本 化
一般の場合
5km 未満 2 , 000円
5km ～ lOkm未満 3 , 800円
lOkm ～ 15km未満 5 , 000円
15km ～ 20km 未満 5 , 000円
20km - 25km未満 5 , 000円
25km ～ 30km未満 5 , 000円
30km 以上． 5 , 000円
通勤不便者
（ 改正 な し ）
→ 4 ,  100円
6 , 000円→ 6 , 200円
8 ,  100円→ 8 , 300円
10 , 400円→ 10 , 400円
1 0 , 400円→ 12 , 500円
10 , 400円→ 1 4 , 600円
単 身 赴 任 手 当
（ 新設 ）
( 2 . 4 . 1 )  
法 1 2 条 の 2
期 末 ・ 勤 勉 手 当
俸 給 の 調 整 額
教 職 調 整 額 等
調 整 手 当
官署 を 具に す る 異動 又は在勤す る 官箸の移転に 伴 い ， 住居 を 移転 し ， や
む を 得ず配偶者 と 別 居 し ， 単 身 で生活 を す る こ と を 常況 と す る 職員
1 基礎額 20 , 000円
2 加算額
職 員 の住居か ら 配偶 者の住居 ま での距離に 応 じ て 最高 18 , 000円
手 当 額 の 引 上げ
6 月 期
期 末 手 当 1 . 4 月 分→ 1 . 5 月 分
勤勉手 当 0 . 5 月 分→0 . 6 月 分
（ 年 間 支 給割 合 4 . 9 月 分→5 . 1 月 分 ）
定額表の改正
た だ し 書の号俸に 係 る 額 の 引 上 げ 及 びた だ し 書の一部削除
（ 元 . 4 . 1 )  
法19条の 3 .
2 項
法19条の 4 ,
2 項
（ 元 . 4 . 1 )
規則 9 - 6,
別 表 第 2
（ 元 . 4 . 1 )
規則lj 9 - 57, 
3 条
教職調 整額が支給 さ れ な い職員 （ 教頭 ） の加算額 の 引 上げ
教（ご) 3 級の 者> 5 . 900円→ 6 , 100円教け 3 級の 者
た だ し ， 次 に 掲 げ る 場合 に あ っ て は ， そ れ ぞれ の 額 を 6 , 100円 に 加 算
す る 。
1 教仁） 3 級17号俸の者… … … 800円
（ 直 前 に 教仁H 級33号俸 を 受 け て い る 場合に 限 る ）
2 教同 3 級22号俸の者. . . . ・ H ・ . 1 , 900円
（ 直前 に 教臼 2 級38号俸 を 受 け て い る 場合に 限 る ）
見直 し 規程の新設， 別 表第一， 別 表 第二の 改正 ( 2 . 4. 1 )  
規則 9 49 
つ臼つ山
平 成元年12 月 発行 学 報 第313号
行 政 職 俸 給 表 （ー）
ト＼職務の級 級 2 級 3 級 4 級 5 級 6 級 7 級 8 級 9 級 10 級 1 1  級
号 俸 俸給月額 俸給月額 俸給月 額 俸給月額 俸給月額 俸給月 額 俸給月額 俸給月 額 俸給月額 俸給月額 俸給月額
円 円 円 円 円 円 円 円 円 円 円
���：！� 126,300 ！��似.� 177.800 1 93,900 2 12.200 230.100 2��：500 280,000 3�uoo ���：；�� 2 1��： 100 1 85.800 202,300 22 . 100 ll！��1 2 900 291.500 3 00 3 1 10,000 1 000 1��：800 2 1  �：000 230,000 PJ:400 303,000 339,800 ：��：！�� 4 1 13,500 1��：500 2 100 21 500 238.900 100 314,600 HVOO 5 1 1 7.300 1 200 210. 700 �！！：000 247,800 000 ���：300 700 419,400 6 g�：�gg 1 58,700 183. 400 ���：��� 400 256,700 275;900 297.800 000 300 434,400 7 164,200 190,600 700 ��H�� 285,300 30�：600 349,800 389,900 ::Ngg 8 130,500 1��：400 �tr.伺,! ��：��� ���：�gg 
294, 700 31 400 !HJgg 9 1 34,300 I 100 304.100 327.100 478,800 10 137,700 1��：500 ���：�gg 268,900 29�：000 313.500 �：�：�gg 4��：200 1 1  140,600 l 700 30 300 
I��。：。i 
436.800 5 300 
12  143，旬。 186,900 266. 100 31 1 .600 356,300 446,400 5 lk500 1 3  UHg� 191 .000 226,800 ���：�� ��：600 365,500 454.400 51 400 1 4  194,200 23�：900 200 374.500 461,900 524.900 1 5  197,200 23 800 2��：600 200 �！foo 466,500 529,700 16 1 52,500 200.200 �！Hgg 2 700 34�：600 ���：�gg 800 !!H� 17 203. 1 00 ��i:200 34 .600 400 18 20�：900 . 100 �ifoo ��ggg ���：bgg 19  20 900 f“6 t九＇.i地附泊�。: 304,800 323,500 200 20 ��b：�gg 326.900 ��：300 379.500 4��：200 2 1  3��：000 3 400 ���：！gg 4 000 22 313, 100 3 200 3�roo 23 31 5,900 336,400 3 400 24 318,700 339. 500 3 000 
25 ���：ggg lll�i!! 342,500 26 345,300 27 ���：�gg 28 
29 277,700 
30 279,900 
備考 こ の 費主、 他の俸給表の適用を受け な L 、す べて の職員K適用す る 。 た だ し 、 第二十二条及び附則第三項 K規定する職員を除 く 。
行 政 職 俸 給 表 （二 ）
｜＼鞠の級 級 2 級 3 級 4 級 5 級 6 級
号 俸 俸 給 月 額 俸 給 月 額 俸 給 月 額 俸 給 月 額 俸 給 月 額 俸 給 月 額
円 円 円 同 円 円
92,700 1 28,900 145, 1 00 1��，400 188,300 2 14,400 2 95, 500 134.200 15 1.200  700 194,700 221. 200 
3 98.500 139,600 157,300 175.900 201,000 �；�：�g 4 l 01 ,400 1 45, 100 163.400 182.100 207,400 
5 104.100 1 50,600 169,600 1�：300 2 1 3,800 243,000 6 107,300 1 56,000 175,800 l 500 ��Hgg 250,800 7 1 10.900 161 ,400 181,700 200. 100 l!l�l� 8 1 14,600 166, 700 187,500 �1!:600 9 1 18. 700 171,900 1��：300 100 ！�：：：： 10  1 23,500 177,000 l 800 500 1 1  1 28.900 181 ,900 204,()00 221, 500 600 289.600 12 134.200 1 86,700 209,000 226,500 100 297,000 1 3  139.500 191 ,400 21i:ooo ���. ，叩0 259,600 304,500 1 4  144,600 195,800 21 800 500 ���，900 3 1 1 , 100 1 5  149,600 200,100 223,600 24�：400 100 317,500 1 6  1 54.300 204,100 22�
.
300 24 400 275,200 3
��：
900 
1 7  1 58,700 207,900 23 100 250,800 280;000 3 200 18 163,000 21 1,600 238,000 �！Hgg 284,600 335,800 19 166,800 2 15,300 242,400 28�，900 3：�：200 20 169,800 217, 900 246,500 29 ,000 3 800 2 1  1 72,700 220,200 249,800 265,200 296,900 350,400 22 1 75, 700 222,500 252,700 ��t�gg 300,600 355,000 23 1 78,500 224.700 255,200 303,300 358.400 24 181 ,l 00 226,800 257,700 274,200 305,900 
25 183,500 228,900 260,000 276,800 308.400 26 185, 700 231,000 262.300 279.400 310,800 27 187,800 233, 1 00 264.600 281 ,800 
28 189,900 235,300 266,800 284,000 
29 192.000 237,300 269,000 
30 19�，�gg 239,200 271, 200 31 195. 241, 100 273,200 
32 197,500 
備考 と の表 は、 機器の運転操作、 庁舎の監視その 他の庁務及び こ れ ら K 準ず る 業務 K従事す る職員で人事院規則で定め る も の K 適用す る 。
qd つ白
平 成 元年1 2 月 発行
指定職 俸 給 表
号 俸 俸 給 月 額
阿
494,000 
2 546�000 
3 607.000 
4 672,000 
5 724,000 
6 779,000 
7 846,000 
8 912,000 
9 977.000 
10 1 ,041 ,000 
1 1  l, 103,000 
1 2  1 . 1 25,000 
備考 こ の表h主、 事務次官 、
外局の長、 大学 の学長、
試験所又は研究所の長、
病院文は療費産所の長そ
の他の官職を 占 め る 職
員で人事院規員I) て定め
る も のに適用す る 。
教 育 職
K 職務の 級
号 俸
� 
� 
n 
36 
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俸 給 表 （一）
1 級 2 級 3 級 4 級 5 級
俸 給 月 額 俸 給 月 額 俸 給 月 額 俸 給 月－ • 俸 給 月 額
備考 と の表は、 大学及 びとれ K準ずる も ので人事院の指定する ものに勤務す る教授、 助教授、 開市、
助手その他の職員で人事院規則で定め る も のK適用する。
教 育 職 俸 給 表 （二 ） 教 育 職 俸 給 表 （三 ）
＂＇ 職務の級 1 級 2 級 3 級 4 級
- 24 -
号 俸 俸 給 月 額 俸 給 月 額 俸 給 月 額 俸 給 月 額
� � 
備考 こ の表�高等学校及 びこれに準ず る もので人事院の指
定す る も の に動務す る校長、 教頭、 教諭、 養議教諭、 助教
諭、 実習勤手その他 の職員て・人事院規買lj て定め る も の K適
用す る。
「＼ 職務の級 1 級 2 級 3 級 4 級
号 俸 俸給 月 額 俸 給 月 額 俸給 月 額 俸 給 丹 署E
! 
!l 
ll 
備考 こ の表は、 中学校、 小学校、 幼稚園及び こ れ ら K 準 ず る
も の で人事院の指定す る も の K勤務する校長、 園長、 教頭、
教論、 養護教諭、 助教諭そ の他 の職員 で人事院規員I）で定め
る も のK 適用す る。
平成元年 1 2 月 発行 � チー 報 第313号
医 療 職 俸 給 表 （二 ）
卜＼職務の級 級 2 級 3 級 4 級 5 級 6 級 7 級 8 級
号 俸 俸 給 月 額 俸 給 月 額 俸 給 月 額 俸 給 月 額 俸 給 月 額 俸 給 月 額 俸 給 月 額 俸 給 月 額
円 円 円 円 円 円 円 円
1 06. 700 1 30,600 1 64.900 1 87.800 2 2 1 . 1 00 258,900 290,100 35!:700 
2 1 10,200 1 3 6.200 1 7 2,400 ! 95,700 230,200 268.400 301,800 36 300 
3 1 1 4. 10 0  1 43.200 1 80.000 203,600 239,400 278, IOO 3 1 3,600 377.300 
4 1 18. 900 1 5 0, 1 00 1 87,700 21 1 .800 248.600 m. ooo 32�：40 0  Hl3oo 5 1��：700 1 57,000 1 95,500 220, 1 00 257,800 7,800 33 300 300 6 1 000 163,900 203,300 228,400 267. 1 00 307.600 349,200 1 6.300 
7 1 34.600 1 7 0.800 2 1 1.400 236,800 276,300 3 1 7,400 36 1 , 1 00 4��， 300 
8 1 4 1 . 200 1 77,600 2 1 9,500 245,200 285.500 327,100 373.000 4 300 
9 1 4 7,900 1 84,700 227, 700 253.400 294,700 336,900 3��.700 455,000 1 0  ! 53,900 1 9 1 ,600 235,800 26k600 303,900 346,600 3 5,500 467,600 
1 1  159,300 �g�： 300 243,700 26 600 3 1 3 . 1 00 356,300 406,300 475,200 12 1 64.600 , 30 0  251,300 277,600 3 2 1 ,900 365,500 4 1�：600 �：��� 1 3  1 69,700 2 1 0, 300 258,800 285,300 330,300 3��，500 42 900 1 4  1 74, 200 2 1 6,300 266,300 292.800 338, 300 3 �：��o 430 000 494,500 1 5 178,700 2 2 1,900 273,600 300,300 34g�o 38 0 437,000 500.200 1 6  182,900 227,400 280,600 306,200 35 0 393.400 441,800 504,700 
1 7  1 87, 1 00 232,600 287,300 3 1 1 ,800 356,800 397,700 446, 1 00 
1 8  1 91,200 237,500 29�：�gg 3 1 7,300 362,0〔lO 402.000 1 9  1 94,500 24�：300 29 32 1 .400 366,300 406.200 20 1 97,400 24 800 302.700 325.400 370,400 410,000 
2 1  2g�.200 250,300 306.600 32�： 1 00 37 4,400 22 2 500 253,000 309,600 33 7 00 378,400 
23 204,500 255,600 3 1 2,400 335,900 382.000 
24 258. 1 oo 3 1 5, 1 00 338,900 
25 260,500 3 1�：800 34 1 ,  700 26 262.700 32 500 
27 323. 1 00 
28 325,500 
備考 こ の表 4主、 病院、 療養所、 診療所等 K 勤務す る薬剤師 栄養 士 そ の他 の職 員で人事院規則て定め る も の K適用す る。
医 療 職 俸 給 表 （三 j
人＼職務の級 1 級 2 級 3 級 4 級 5 級 6 級
号 俸 俸 給 月 額 俸 給 月 額 俸 給 月 額 俸 給 月 額 俸 給 月 額 俸 給 月 額
I 253,70� l 
I t� I � �5 
ii 
備考 こ の表は、 病院、 療重量所、 診療所等K勤務す る保健婦、 助産婦、 看護婦、 准看讃婦その他の職員で人事院規則 で定め る も の K適用 す る 。
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編 集 富 山 大 学 庶 務 部 庶 務 課
富 山 市 五 福 3 1 9 0 
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富 山 市住吉町 1 丁 目 5 18 
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